様式第９号　事業総括報告書（効果の広がり、活動の広がり、今後の展望について）
	１　団体名
	

	２　事業名称
	

	３　事業費
	総事業費　　　　　　　　　　　円、うち当協会からの支援総額　　　　　　　　　　　　円

	４　実施期間
	令和　　年度～令和　　年度

	５　実施場所
	

	６　事業目的
（解決すべき地域の課題）
	

	７　事業内容
	実施した内容
	前年度と比較して新たな取り組み

	
	（初年度）
	

	
	（第２年度）
	

	
	（第３年度）
	

	
	（第４年度）
	

	
	（第５年度）
	

	８　事業の効果

	（目的達成度）どの程度課題を解決できたか

	
	（団体スタッフ数および一般参加者数の推移）

	
	
	スタッフ数
	一般参加者数

	
	初年度
	
	

	
	第２年度
	
	

	
	第３年度
	
	

	
	第４年度
	
	

	
	第５年度
	
	

	
	合　　　計
	
	

	
	※特筆すべき事項


	
	（事業が地域にもたらした効果）

	
	（事業が支援団体にもたらした効果）

	９　残った課題
	

	１０　今後の展開・将来への展望（次世代の発掘育成、今後の継続方法、新しい課題、財源など）
	


※単年ごとの報告は頂いていますので、初年度から今日までを総括するような内容で作成してください。複数ページにわたっても構いませんが、なるべく簡潔に記入をお願いします。
様式第９号　事業総括報告書（効果の広がり、活動の広がり、今後の展望について）
記入例
	１　団体名
	●●川を守ろう会　　

	２　事業名称
	●●川をきれいにする活動

	３　実施期間
	令和元年４月～令和５年３月末

	４　実施場所
	▲▲県■■町の●●川河川敷

	５　事業目的
（解決すべき地域の課題）
	●●川は古くは日本有数の水質の美しさを誇り、観光客が多く訪れる風光明媚な地域でした。しかし、観光客の増加で、汚水の流入による水質の悪化や、河川敷の景観が悪くなるなどの問題が生じました。そこでふるさとの川を守るために地域の住民でボランティアグループを組織し、●●川の愛護意識を地域住民に啓発する事を目的に実施しました。

	６　事業内容
	実施した内容
	前年度と比較して新たな取り組み

	
	（初年度）
6、8、10、12月…●●川の河川清掃（４回）

	

	
	（第２年度）
毎月開催…●●川の河川清掃（１２回）
	河川敷清掃を月一回の実施に拡大しました。

	
	（第３年度）
毎月開催…●●川の河川清掃（１２回）
	２年度次の活動を維持した。

	
	（第４年度）
毎月開催…●●川の河川清掃（１２回）
8月18日…●●川感謝祭
（水辺体験、水質調査、ポスター作り）
	●●川感謝祭を開催し、子供たちに水辺の体験活動（カヌー体験）と、水質検査を実施しました。感謝祭ではゴミの不法投棄に対する警告ポスターを子どもたちと作成した。

	
	（第５年度）
毎月開催…●●川の河川清掃（１２回）
8月17日…●●川感謝祭
（水辺体験、水質調査、ポスター作り）
9月20日…■■町ボランティアまつりでポスター展
	地元で開催されたボランティア団体の活動発表を行うイベントで、ポスター展示や活動結果の展示を行い、市民に意識啓発と活動への参画呼びかけを行った。地元企業から一部協賛金を得ることができ、貴協会の支援対象以外の事業を充実することができた。

	８　事業の効果

	（目的達成度）どの程度課題を解決できたか
５カ年で述べ＊＊＊＊人ものかたに清掃活動へ参加いただき、ゴミ袋で＊＊＊＊＊分のゴミを回収することができた。ゴミをゼロにする事ができなかったため１００パーセント達成とはいえないものの、地域住民への活動の広がり、役場や地元企業の協力が増えた事を考えると、一定の成果を残すことはできたと考える。

	
	（団体スタッフ数および一般参加者数の推移）

	
	
	スタッフ数
	一般参加者数

	
	初年度
	８
	８０

	
	第２年度
	８
	２４５

	
	第３年度
	１０
	２５０

	
	第４年度
	１１
	３８０

	
	第５年度
	２０
	１３８０

	
	合　　　計
	５７
	２３３５

	
	※特筆すべき事項
・■■町役場の後援と協力を得ることができた。（回収ゴミの処分、町の広報誌へ告知記事の掲載）
・３年度次より、××株式会社従業員が毎回１０人参加させてくれるようになった。

	
	（事業が地域にもたらした効果）
・■■町役場より感謝状を贈呈された。
・上流の▲▲町でも同じような活動が始まった。
・河川敷の景観が改善し、観光客や町民の憩いの場となった。

	
	（事業が支援団体にもたらした効果）
・会員数が増加した。
・新しい繋がり・交流が生まれた（青年会議所、町役場、他のボランティア組織等）
・企業協賛を得られるようになった

	９　残った課題
	・不法投棄を完全に０にすることはできなかったので、引き続き住民への意識啓発と清掃活動が必要。
・１０年後の活動を継承する人材の育成が必要（現在、平均年齢６８歳）

	１０　今後の展開・将来への展望（次世代の発掘育成、今後の継続方法、新しい課題、財源など）
	・高校や中学校へ協力を呼びかけして、河川に興味を持つ人材を発掘育成したい。
・上流、下流の団体と協力して、流域の一斉清掃などを計画したい。
・ほかの地域で同様の活動をしている団体の視察や交流会を計画したい。
・●●川に生息している淡水魚の保全や調査を行いたい。
・財源については、地元企業に複数協賛依頼を行っている。
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